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 - 2 -

平成３０年第３回邑南町議会定例会議事日程（第２号） 
 
 

平成３０年６月７日（木） 午前９時３０分開議  
 
 
開議宣告 

 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 議案の質疑 
 

議案第４８号 専決処分の承認を求めることについて（邑南町税条例の一部改正） 
 
議案第４９号 専決処分の承認を求めることについて 

（邑南町国民健康保険税条例の一部改正） 
 
議案第５０号 専決処分の承認を求めることについて 

（平成２９年度邑南町一般会計補正予算第１１号） 
 
議案第５１号 専決処分の承認を求めることについて 

（平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第６号） 
 
議案第５２号 専決処分の承認を求めることについて 

（平成２９年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第５号） 
 
議案第５３号 専決処分の承認を求めることについて 

（平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第３号） 
 
議案第５４号 専決処分の承認を求めることについて 

（平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第６号） 
 
議案第５５号 邑南町税条例等の一部改正について 
 
議案第５６号 邑南町三江線跡地活用基金条例の制定について 
 
議案第５７号 財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車購入） 
 
議案第５８号 平成３０年度邑南町一般会計補正予算第１号について 
 
議案第５９号 平成３０年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号につい 

て 
 
議案第６０号 平成３０年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第 

１号について 
 
議案第６１号 平成３０年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第１号について 



 - 3 -

平成３０年第３回 邑南町議会定例会（第２日目）会議録 

【平成３０年６月７日（木）】 

―― 午前 ９時３０分 開議 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●山中議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより、本 

日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございま

す。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●山中議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１４番、三上議員、 

１番、大和議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の質疑 

●山中議長（山中康樹） 日程第２、議案の質疑。これより、議案第４８号から議案第６１号 

までの質疑を行います。はじめに、議案第４８号に対する質疑に入ります。質疑はありま 

せんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第４８号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第４９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第４９号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５０号から議案第５４号に対する質疑に入ります。議案第５０号から議案第５４号 

までは、歳入、歳出全般にわたっての質疑とさせていただきます。質疑の際は、あらかじ 

めページ数を示して、これを行っていただきますようお願いいたします。はじめに、議案 

第５０号に対する質疑はありませんか。 

●大屋議員(大屋光宏) ７番。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員(大屋光宏) えぇと、ページ２０、２１ページの雑入の道の駅瑞穂関連施設納付 

金です。えぇと、今回の専決予算は、全て基本的にはルールに基づいて支払う場合の過不 

足があった場合か、事業費の精算等によるものであって、町の意思決定に基づくものは無 

いいはず、あるべきではないと思うんですが、この納付金については町の意思決定を伴う、 

意思決定により１００万円を減額するもんだと思うんです。ルールに基づくなり、精算で 

はないと思うんですが。えぇと、まず２３万４，０００円を減額するに至った経緯を説明 

していただきたいのと、これは当年度、３０年度の当初予算にも入っていたことなので３ 
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月の予算審査の時にも聞いたので内容はわかっているんですが、その時に聞いて話がわか 

ってるっていうことは３月補正なり、それ以前であれば１２月の補正でできたはずだと思 

うんですが、これがこの３月末の専決にこれを入れた理由の２点をお願いします。 

○日高商工観光課長(日高始) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長(日高始) えぇ、道の駅瑞穂の関連施設納付金についての質問でござい 

ますが、これにつきましては、さきほど議員もおっしゃいましたように３月の連合常任委 

員会、３０年度の予算審議の時にご指摘をいただいております。その時点では、すでに３ 

月補正が確定しておりまして、その時点では３月補正で対応することができなかったとい 

うことで専決補正での対応ということに、経緯といたしましてはなりました。 

○日高商工観光課長(日高始) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 商工観光課長。 

○日高商工観光課長(日高始) 減額の理由につきましてですが、えぇ、この減額につきまし 

ては、えぇと、まあ、あのぉ、毎年度１００万円の納付金が、を積み立てておりますけど 

も、２９年度において冷蔵オープンショーケース、これが経年劣化によって更新する必要 

が生じました。その結果として１００万円の内から、２９年度においては２３万４，００ 

０円。それ以降の年度においては、４６万８，０００円。これを１００万円の内から減額 

をして対応するということでございます。内容については、以上でございます。 

●大屋議員(大屋光宏) はい。 

●山中議長（山中康樹） ７番。 

●大屋議員(大屋光宏) はい、えぇと、３月議会の時に指摘したのは、当年度予算の減る理 

由を聞いただけであって、２９年度も減額されてるっていう話は説明がなかったですし、 

知らなかったです。あのぉ、まぁ、今の説明、３月にしなきゃいけなかったのが忘れてた 

ということだと思うんですけど。一方で、あのぉ、１００万円の納入っていうことで議会 

と約束をしているので、それを減額をして請求する段階で先に補正をしなければ請求がで 

きないんじゃないかと思うんです。えぇと、１００万円しか根拠がなくて、議会と約束し 

て道の駅瑞穂から１００万円請求しますってやってますんで、執行部側は１００万円を請 

求するしかない。減らすのであれば、えぇと、減らす理由として条例なり規約がないので、 

まずは議会の議決を得てこれを減額して請求してもいいかっていう、減額の補正を組んで 

から請求すべきなのが本来であって、請求した後に結果としてこうなりましたっていう補 

正を組むことはできないと思うんですけど、その事務手続き上の問題は無かったのかを教 

えてください。 

○日高商工観光課長(日高始) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長(日高始) えぇと、この件につきましては以前、えぇと、連合常任委員 
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会の場であったかと思いますが、説明と併せて答弁をしておると思いますが、結果的に今 

ご指摘のように手続的にその部分について、事前に了解といいますか、そういった形での、

その事務手続を経るべきではなかったかということで、ご指摘いただいた部分について

は、あのぉ、真摯に受け止めて今後その部分については、そういう疑念が招くことが無い

ように対応していくことが必要ではないかというふうに思っております。まぁ、あのぉ、

えぇ、意図的に決して、あのぉ、こういったことを行った訳ではありませんが、結果とし

て、まぁ、そういう疑念を招くことになったことになったことについては、真摯に反省を

しまして、そういうことが起こらないように努めていくと、行きたいというふうに考えて

おります。 

○柳川商工観光課長(柳川修司) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

○柳川商工観光課長(柳川修司) えぇと、まず、この納付金につきましては、条例上定めた 

１００万円という金額ではございません。また、予算上のお話しといたしますと、予算の

法規性というものがございます。ただ、予算の法規性につきましては、歳出予算には適用

されるものですが、歳入予算には法規性は適用されないものでありますので、法律的な意

味合いでの規制という意味でございますが、これは歳出予算、たとえば１００万円の契約

をする時に、１００万円の金額が無いと契約ができないというものは歳出予算には適用さ

れますが、歳入予算で１００万円の予算が組んであるんで１００万円の請求をしなさい、

歳入予算が１００万円組んであるので１００万円の請求をしなさいという法規性はござ

いませんので、予算上は問題ないものというふうに考えております。 

●大屋議員(大屋光宏) ３回目。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員(大屋光宏) えぇと、確かに歳入は、それを超える収入があっても、それ以下で 

あっても問題は無いんだと思います。ただ、予算として議会の議決事項であるっていうこ

とと、その議会の議決事項の中には分担金であるとか、徴収金であるようなことが書いて

あります。で、納付金は、という言葉は無いので適用外かもしれませんし、分担金に含ま

れる言葉かもしれないです。ただ、１００万円を道の駅瑞穂からいただくっていうことに

関しては、何ら根拠が無くて、えぇと、条例で決まっている分担金でもないっていうこと

で議会としての議決として、理由をもって道の駅瑞穂から徴収してもいいですよっいうこ

とで、してもいいですかっていう提案に対してしてもいいですよていう議決をいしてて、

その金額は１００万円ですよってやってる訳であって。その１００万円を何らかの理由

で、例えば決算に応じてその利益の何割にするっていう決まりがある訳じゃないので、１

００万円はその執行部の意図として、判断として減額も増額もできないんだと思うんで

す。するんであれば、議会の議決を得なければ、今回のようになぜしたのかって聞かれて、

それが適当かどうかっていう判断はできないし、その今回した行為自体も本来であれば問
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題がある行為だと思うんです。町が払うべきものを実際には払う予算を立てずに収入を減

らすっていう、それも議会の議決が無ければ本来はできなかったとだと思うんです。あの

ぉ、当初予算に関してはそれがしてあるので、問題はあったかもしれないけど議会も認め

たことであるけれど、２９年度予算に関してはその手続をされていないので、ある意味違

法ではないのか。まぁ、仮に違法でないにしても、専決予算で上げるべきではなくて３月

なり１２月ですべきこと。まぁ、言われるまでわからなかったか、気づかなかったってい

うことは事務的なミスなんだと思うんです。それを専決で上げてきて、じゃあこれを認め、

承認してくださいっていうのは難しいのかと思うんですけど。違法性は無いっていうこと

でいいのかどうかを、だけ確認させてください。 

○柳川商工観光課長(柳川修司) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

○柳川商工観光課長(柳川修司) はい、あのぉ、結論から申し上げますと違法性はありませ 

ん。以上でございます。 

●山中議長（山中康樹） 議案第５０号に対する質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５０号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５１号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５２号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５３号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５４号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５５号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５６号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５７号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５８号から議案第６１号に対する質疑に入ります。議案第５８号から議案第６１号 

までは、歳入、歳出全般にわたっての質疑とさせていただきます。質疑の際は、あらかじ 

めページ数を示して、これを行っていただきますようお願いいたします。はじめに、議案 

第５８号に対する質疑はありませんか。 

●亀山議員（亀山和巳） １２番。 

●山中議長（山中康樹） １２番、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、１２番亀山でございます。えぇと、この度の補正の増額部分 

についてお伺いします。えぇと、賃金の増額が、あのぉ、各事業、各課でそれぞれ上げら

れております。普通のところで３０万あまり、教育委員会の方の公民館比は４００万以上

のその賃金の増額がありますが。これは初日の説明の時に、任期付職員の賃金の、賃金な

り手当の増額だと伺ったように思いますが。その時に総額として、この度上がる総額を９

００なんぼいう説明された思うんですが、ここちょっとメモをようしとらんかったんでそ

こをもういっぺん教えてください。それと、この度の任期付職員の賃金を、増額補正につ

いてのその理由いいますか、根拠についてもう一度お願いします。それと、これの増額部

分の財源は財調の取り崩しと理解してよろしいでしょうか。３点お願いします。 

○服部総務課長(服部導士) 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長(服部導士) はい、えぇ、まず、あのぉ、今回の賃金の増額の理由なんです 

けれども、えぇ、実はあのぉ、言われるように任期付職員の方のですね、賃金部分でござ

いますけれども。一つは、あのぉ、根拠としております、あのぉ、賃金ベースの所ですけ

れども、これは、あのぉ、一般職員のですね給料表第一表の所を使用しておりまして、人

歓によって増額になっておりますので、その点の改正を一つしております。それと、これ、

あのぉ、国の方からの指針にもあるんですけれども、えぇ、任期付、通常の任期付職員さ

んにはもともと業績手当が付いておりましたけれども、あのぉ、任期付短時間職員さんに

も、あのぉ、この一時金をですね、支給することを国の方からも指摘ございましたので、

今回、えぇ、今年度からそのことをするようにしております。それで、総額といたしまし

ては、９７４万４，０００円の増額となっておると思っております。賃金だけでですね。

はい。 

○柳川企画財政課長(柳川修司) 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

○柳川企画財政課長(柳川修司) はい、えぇ、財源の方につきましてはお見込みのとおり財

政調整基金の繰入金で対応しております。 

●亀山議員（亀山和巳） はい。 
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●山中議長（山中康樹） 亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇ、今の説明で任期付職員の賃金を決める基準は、職員の

その賃金表いうんですか、賃金ベースから引き出したもので充てておるいうことなんです

が。職員の場合は、これ給与ですよね。そいで、任期付職員さんの場合は賃金いう形で、

人件費ではなく物件費としての扱い。そこがちょっと、その任期職員を、あのぉ、決めた

自治体が、任期付職員を採用できる給与、賃金を支払えるいう法律の中では賃金という言

葉が出てこんので、そこでどういうふうに賃金いう形に変わるんかいうとこを教えてくだ

さい。 

○服部総務課長(服部導士) 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長(服部導士) えぇ、基本的に賃金の設定は、各自治体の事情によって設定を

しております。ただ、あのぉ、何も無い状況でございますので、あのぉ、一応は給料表の

第一表第１級を使うようにですね、しておりまして、そこで協議をした上で賃金のベース

を決めております。 

●山中議長（山中康樹） そのほか、５８号に対する質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５８号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第５９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第５９号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第６０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第６０号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第６１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第６１号の質疑を終わります。以上で、議

案第４８号から議案第６１号までの質疑は、すべて終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●山中議長（山中康樹） 以上で、本日の日程は、すべて議了いたしました。本日は、これに 

て散会といたします。 

―― 午前９時５０分 散会 ―― 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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